
調査概要 調 査 区 域： 山梨県全域

調 査 対 象： １８歳以上の県民

標 本 数： 2,000 人（無作為抽出）

調 査 期 間： 令和７年7月19日～8月29日

県民の日常生活に関する満足度、行政に対する期待・要望、社会情勢・山梨の現状から必要なことなど、時代とともに変化する県民意識の動向を的確に把

握し、「山梨県総合計画」を推進する上での参考資料とするため、県民意識調査を実施。

回 答 数：1,447人（72.4 ％）

２ 主要な事項についての県民選好度

日常生活を９領域に区分し、領域ごとの満足度を調査１ 日常生活の満足度

令和７年度 県民意識調査 速報値概要 １

今後、クロス集計、前回比較などの分析を行い、年度内に報告書を公表する予定。

生活全般 領域ごとの満足度

定住意識（山梨県にこれからも住み続けたいか） 県民の意識 期待する山梨県の将来像
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満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満である わからない・不明

満足層 53.5%

満足層 50.0%

満足層 48.1% 不満層 12.3%

不満層 9.8%

不満層 13.3%

※満足層は前回に続き50％以上となったが、不満層は
１０％を上回る結果となった。
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福祉・連帯

満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満である わからない・不明
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ぜひ住みたい どちらかといえば住みたい
どちらともいえない どちらかといえば住みたくない
ぜひ県外へ移りたい 無回答

住みたい 76.5%

住みたい 71.0%

住みたい 72.5% 住みたくない7.4%

住みたくない4.5%

住みたくない6.5%

※（）内はR3結果

１位 心身の健康 61.7（56.0）

２位 収入や資産が多い 45.7（40.6）

３位 時間的なゆとり 39.0（40.7）

豊かさの
イメージ

１位 自然環境に恵まれている 74.3（85.6）

２位 自然災害が少ない 56.3（55.8）

３位 東京に近くて便利 27.9（28.5）

山梨県の
よいところ

１位 市街地に活気がない 48.4（55.2）

２位 魅力ある雇用の場が少ない 46.1（48.0）

３位 通勤・通学に不便 36.9（36.6）

山梨県の
よくない
ところ

３位 快適（↑）

（36.3％）

２位 安全（→）

（40.0％）

１位 自然（→）

（65.6％）

３位 やすらぎ

（39.6％）

２位 安全

（41.4％）

1位 自然

（70.9％）

R7（今回）R3（前回）
（前回との比較）

前回4位
37.4％

※参考値（調査項目を細分化したため）

R7-R3 満足層 不満層
満足層

－
不満層

43.0 9.5 33.5 ▲ 4.5 46.2 8.2 38.0

48.1 11.2 36.9 ▲ 3.3 49.6 9.4 40.2

58.4 10.3 48.1 ▲ 1.9 60.5 10.5 50.0

44.9 13.7 31.2 +1.4 41.3 11.5 29.8

35.3 26.7 8.6 ▲ 14.9 41.2 17.7 23.5

31.8 5.9 25.9 -

24.5 6.9 17.6 -

53.7 13.1 40.6 +0.6 52.2 12.2 40.0

22.0 15.4 6.6 ▲ 7.8 27.1 12.7 14.4

28.9 8.5 20.4

（参考）R3

満足層 不満層

満足層－不満層



地域産業 農業 林業 環境の保全 （心がけていること） 環境の保全 （必要なこと）

観光

社会情勢・山梨の現状から必要なこと（上位3位）

47.5%
将来性のある優良企業の誘致や
県内企業の規模拡大

1

28.2%
地域産業を担う技術や知識を身
につけた人材の確保・育成（リ
スキリングへの取り組みを含む）

2

26.5%
県民生活や地域県民を支える物
流基盤の強化

3

50.1%
新たに農業に従事する人や企業
の農業参入など、多様な担い手
の確保・育成

1

39.0%耕作放棄地の再生・活用2

30.9%
県産農産物のブランド力の強化
と消費者へのＰＲなど販売促進
活動

3

63.5%
林業の担い手となる人材の確
保・育成

1

49.2%
間伐や、主伐後の再造林等の森
林整備

2

18.6%
木の良さや利用の意義などの普
及啓発

3

64.6%
買い物袋（マイバッグ）や自分
専用の箸（マイ箸）の持参など
によるごみの減量化

1

62.2%ごみの分別の徹底2

57.9%節電や節水3

38.4%
地球温暖化防止などに貢献する
森林の整備保全や、水資源の保
護

1

36.7%
省エネやリサイクルの推進など、
環境への負荷が少ない生活スタ
イルの普及

2

33.4%
太陽光、水力などのクリーンエ
ネルギーの普及促進

3

36.9%
日本有数の山々・景観や温泉、
文化財など、地域の資源をいか
した観光地づくり

1

29.0%
インターネットやＳＮＳなどに
よる、山梨県の魅力や観光情報
の発信

2

28.4%
観光客が利用する施設（遊歩道、
トイレなど）の整備・改修

3

交通

39.3%
中部横断自動車道（山梨-長野間）

の早期整備や中央自動車道の渋
滞対策など、高速道路網の充実

1

31.9%生活に密着した市町村道の整備2

29.4%
新山梨環状道路など、県内交通
の骨格となる道路網の整備

3

45.0%
高齢者や障害者が快適に暮らせ
るまちづくり

1

35.5%
質の高い福祉サービスが提供で
きるような福祉人材の養成・確
保

2

33.9%
高齢者や障害者の多様なニーズ
に応じた福祉施設の整備

3

地域福祉

61.2%
休日や夜間など緊急時の救急医
療体制の整備

1

29.5%
住み慣れた居宅などで必要な医
療サービスが受けられる在宅医
療の充実

2

28.7%
地震などの災害時に、すみやか
に必要な医療が提供される体制
の充実

3

保健医療

40.8%
働く親が放課後などに安心して
子どもを預けられる場の確保
（放課後児童クラブなど）

1

36.3%
ワーク・ライフ・バランスの推
進など子育てしやすい職場環境
づくり

2

27.6%
延長保育や病児保育、休日・夜
間保育など、保育サービスの充
実

3

子育て

43.4%
災害など緊急時に備えた食料、
飲料水、医薬品などの備蓄や確
保

1

34.8%
災害や避難に関する情報を、県
民にすみやかに提供するシステ
ムの整備

2

29.5%
災害時における電力供給体制の
強化

3

防災・災害対策

65.7%
防犯カメラ、防犯灯の設置など
による子ども・女性の安全確保
や犯罪の未然防止

1

34.7%
電話詐欺など県民が被害に遭う
危険性の高い犯罪の防止

2

30.4%
高齢者、障害者をはじめ誰もが
利用しやすい施設や通路、駐車
場などの整備

3

安全な社会づくり

47.7%
基礎的な知識・技能や学ぶ意欲、
思考力・判断力・表現力などを
身につける教育の充実

1

26.8%子どもの体力向上への取り組み2

26.0%教職員の資質・指導力の向上3

学校教育

59.6%
公立施設（文化ホール、図書館、
美術館、博物館など）における
芸術文化に触れる機会の充実

1

40.9%
身近な地域でスポーツやレクリ
エーションをする機会の提供

2

29.6%
芸術文化活動やスポーツ・レク
リエーション活動、生涯学習に
関連する情報提供

3

文化・スポーツ・生涯学習

公共施設整備の要望（上位5位）行政の施策についての要望 2

45.1%

38.0%

26.0%

21.5%

19.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活でよく利用する道路

公共交通機関（バスや鉄道など）

公園、広場、遊歩道、遊園地など

高度医療施設（総合病院など）

災害対策施設

（河川改修や土砂災害対策工事など）

順位 回答率 順位 回答率

バス・鉄道などの公共交通機関の充実と利便性の向上 1 47.3% 1 38.1% →
雇用の創出・安定化、就職・就業の支援 2 34.7% 4 31.0% ↑
高齢者、障害者をはじめ誰もが安心して生活できる地域福祉の推進 3 33.9% 2 36.4% ↓
医療体制の充実や健康づくり 4 33.2% 6 28.2% ↑
県内経済を支える地域産業の振興 5 33.1% 9 20.6% ↑
人口減少に歯止めをかける施策　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新） 6 29.5% － － －
家族や身近な人のケア（介護、看病等）を行う人に対する支援 （新） 7 29.0% － － －
子育てしやすい環境づくりや、育児への支援 8 23.8% 5 28.3% ↓
地震、風水害、土砂災害などから生命や財産を守る防災・災害対策 9 21.3% 7 25.5% ↓
特色や活気あるまちなみづくりや美しい景観の形成、道路の整備 10 20.0% 17 11.3% ↑

Ｒ７ Ｒ３ 変動
(順位)

項　　目



3３ 重点項目
人口減少問題

ケアラー問題

本県の人口減少の状況から、必要だと思うこと

48.8%

33.2%

32.5%

27.4%

25.5%

25.4%

19.8%

13.1%

12.2%

9.6%

パートタイムを含めた柔軟な雇用機会の拡大

家計改善や経済的自立に向けた生活支援

職業訓練や就職相談などの就労支援

公営住宅などによる住まいの確保

生活保護などセーフティーネットの向上

フードバンクやこども食堂など民間団体による食…

学習機会の提供や学用品の支給など子どもへの支援

地域の中で支え合いながら生活することができる…

心理的なサポートやカウンセリングの提供

生活困窮者への理解や協力を深める普及啓発活動

30.9%

28.7%

27.4%

27.1%

24.1%

22.4%

21.7%

21.4%

18.9%

14.6%

ケアラーが相談できる人や場所の充実

ケアラーに対する経済的支援

ケアラーへの支援機関や支援制度などの情報提供

ケアラーが休める時間がとれるような支援

介護への向き合い方（抱え込まず周りに相談することなど）につい

ての社会全体への普及啓発

ケアラーを支援機関につなげる仕組みの拡充

ケアラー問題の重要性についての社会全体での共通認識の醸成に向

けた周知

ケアが突然発生した際に、伴走的に支援してくれる体制の充実

ケアラーを支える関係機関（市町村や地域包括支援センター等）の

連携強化

職場や学校等における仕事や学業との両立に向けた支援の充実

生活困窮世帯の現状に対して、必要だと思うこと

介護負担軽減や介護離職を防ぐために必要だと思うこと

52.5%

25.9%

25.6%

25.4%

24.3%

21.8%

21.1%

16.3%

15.1%

9.7%

安定した雇用の確保

若い世代や子育て世帯が安心して暮らせる良質で安価な住環

境の整備

働く人の個々の事情に応じて多様な働き方を選択できる社会

の実現

働き手のスキル・企業の収益・賃金の向上（スリーアップの

促進）

若者の社会的自立への支援（キャリア教育の充実、就労支

援、奨学金返還支援など）

子どもの可能性を引き出す教育（少人数教育、いじめ・不登

校対策、ＩＣＴ活用環境整備等）

子育て世代に対する経済的支援

非正規雇用者の正規雇用化

若者のライフプラン（将来の仕事や結婚、子育てなどの人生

設計図）形成

性差・社会的役割のアンコンシャスバイアス解消により、多

様な人々が活躍できる社会の実現

生活困窮

悩み・不安に感じること 生活の状況
【今】

生活の状況
【１年前比較】

苦しい

11%

どちらかとい

えば苦しい

24%

どちらともいえない

41%

どちらかといえば

余裕がある

18%

余裕がある

3%

わからない

2%
無回答

1%

苦しくなった

36.4%

変わらない

53.6%

楽になった

4.8%

わからない

4.3%

無回答

0.9%

59.2

56.1

29.4

23.2

23.2

13.7

9.3

7.9

7.3

6.1

5.5

4.8

1.7

4.4

収入・貯蓄

健康・体力

介護

仕事

自然災害

子育て・子どもの教育

地域での人間関係

治安

住宅

結婚

家族との人間関係

就職

その他

無回答


